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自己の発達と共感性の関係についての探索的研究

岡田努

(金沢大学）

要旨

自己概念の諸側面と多次元的な共感性との関連について大学生に対する質問紙調査を行った。その結

果，両者の間で線形的な関連性は見られなかったが，クラスタ分析によって回答者を分類した結果，

感楕的共感性が低い群では，自分自身の理想像について，心理的特性に注目した判断ではなく，身体

的特性の有無に注目した判断をしていることが見出された。

個人の自己概念は,発達段階によってそれぞれ異なる側面が顕在化することが指摘され

てきた(Damon&Hart,1982;Rosenberg,1986など)。すなわち，幼児期から児童期にかけて

は，身体や活動を中心とした側面で自己記述が行われ，道具的・非情緒的な自己把握が中

心であるのに対して，青年期には社会的側面や心理的側面を中心とした，内面的な自己記

述が中心になるとされている。一方，発達の過程においては，自己の内面への意職（私的

自己）だけでなく，自己を他者の視点から客体視する側面（公的自己）が発達していくと

されている。「他者が自分をどう認識するか」の把握は，自己の把握であると同時に，他者

の内的過程の推輪でもあり，他者の感情に対する共感性，他者の立場に立って物事を理解

する能力（すなわち脱中心化）が前提となる。このような他者の立場に立つ自己（公的自

己）が形成されてのち，「理想自己』が形成され,現実自己との照応が可能となるという(柏

木,1983)｡またこのことは，自己の発達と，他者の内面や感情を推測する能力（心の理論）

の発達が密接に絡んでいることを示すものである。他者の感情の識別に加え，自分がその

感情を経験できるような，他者の内面についてのより進んだ理解は共感性と呼ばれている

（久保,1998)。自己についての理解が発達とともにその側面が変容していくならば，より

発達的に高次の吹元に重きを置いて自己を把握する者ほど，これと平行して，高い共感性

を持つものと考えられる。

共感性は認知的側面と感情側面に分けることができる（登張,2000)｡Davis(1983)は「不

運な他者への同情や関心という他者志向の気持ち」である「共感的関心｣，『緊張する対人

的状況での個人的な不安や動揺など自己志向の気持ち」とされる「個人的苦痛｣，「他者の

心理的視点を採用する」ことである「視点取得』，本や映画や演劇の架空の人物の気持ちや

行動のなかに自分自身が想像的に移行する傾向である「ファンタジー」の4因子を見出し

た(Davis,1983;登張2000)。「視点取得」は他者の内的状態への推賎という寵知的側面が
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中心であり，一方他の側面はいずれも情動性との関連性が高く（登張,2000)，感情的側面

を中心としていると考えることができよ'う（ただし視点取得についても同情などと無関係

ではなく，それぞれの側面が認知的・感情的側面に完全に分類できるわけではない)。上記

の「心の理輪」との関係では，他者の内面，感情を推測する部分は腿知的側面，それを感

じ取る側面は情緒的側面と言うことが出来よう。よって，共感性の発達は自己の諸側面の

発達的変容と関連することが考えられるが，自己の賭側面の発達と共感性の関係について

はこれまで検討がなされていない。

よって本研究は青年期の自己概念と，これに関連する諸要因についての発達的な検討を

行う基礎資料として，尺度の整備を行い，これとあわせて重視される自己の側面と，共感

性との関連について探索的に検討することを目的とする。

方法

以下の項目による質問紙鯛査を行った。

1.自己の諸側面に関する項目山本･松井･山成(1982)の自己認知の諸側面尺度を用いた。

ただし，「生き方」下位尺度については自己評価的な内容の項目を除外して「個性的な生き

方をしている」のみを用いた。これら33項目について［1]現実の自分（現実自己)，［2］

最も親しい同性の友人（親友)，［3]なりたい自分（理想自己）について，どの程度あては

まるかを評定した。

2.共感性(1)Davis(1980);桜井訳(1988)による多次元共感測定尺度に基いて項目の表現

を修正したもの28項目｡また併存的妥当性の確認のため以下の尺度項目も同時に施行した。

(2)加藤･高木(1980)による情動的共感性尺度25項目。｢感情的暖かさ｣，「感情的冷淡さ｣，

「感情的被影響性jの各下位尺度から成る。

(3)角田(1994)による共感経験尺度20項目。「共有経験」「共有不全経験」の下位尺度をも

つ ｡

評定はいずれも『1全くあてはまらない」～「6とてもあてはまる」の6件法である。

回答者首都圏および近畿圏，石川県の4年制大学(国立・私立)学生

有効回答者201名(1～4年)男子80名,女子120名,不明1名

実施時期2002年6月から7月

結果と考察

1．尺度の分析自己の諸側面に関する項目については，現実，理想,親友をまとめて最尤

法による因子分析を行い7因子を得た｡PROMAX回転を行いパターン行列の負荷量の絶対値

が.4以上の項目を解釈した結果，「個性』『性」「スポーツ能力」「外的魅力」「社会的背景」

「やさしさ」「まじめさ」と命名しうる因子が得られた(Tablel)｡Cronbachのα係数は
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個性：’854,性8.928,スポーツ能力：､903,外的魅力.868,社会的背景：、821，やさし

さ：､848,まじめさ：、759で一応の信頼性が見られた(Tablel)。

Tablel自己の諸側面についての因子パターン行列
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多次元共感測定尺度については，最尤法により4因子を抽出し,PROMAX回転による

因子分析を行った(Lble2)｡パターン行列の負荷量の絶対値が.4以上の項目を解釈した結

果，第1因子は「劇や映画を見ると，自分が登場人物のひとりになったように感じる」「す

ばらしい映画を見ると，自分を主役の人物に置き換えてしまう」など，架空の人物に感情

移入する傾向を示す項目から成り,Davisの『ファンタジー」因子にほぼ骸当する内容で

あることから「ファンタジー」と命名された。第2因子は「緊急時には，どうしてよい

か，わからなくなるj「緊急事態で，ひどく援助を必要とする人を見ると，とりみだしてし

まう」など，緊急事態で自分自身が混乱してしまう内容の項目からなりDavisの個人的苦

悩因子にほぼ合致することから，『個人的苦悩」と命名された。第3因子は『人を批判する

前に，もし自分がその人だったなら，どう思うだろうかと考えるようにしている」「友だち

をよく理解するために，相手の立場になって考えようとする」など他者の視点を認知的に

取得する内容の項目から成り原尺度と同様に『視点取得』と命名された。第4因子は，「ま

わりの人が不幸でも，自分は平気でいられる」「傷ついた人を見ても，冷静でいられる」な

ど，他者の状況に自分の感情が左右されない内容の項目から成り「冷淡さ』と命名された

IIEble2)。本因子を構成する項目は元の下位尺度の因子構造とはやや異なったものとなっ

たが,項目内容からは,｢共感的関心』因子を逆転した内容を反映しているとも考えられる。

Crmb2Ghのα係数はファンタジー:､817,個人的苦悩:.8280視点取得:.784,冷淡さ:､774

で,一応の信頼性は得られた。また，「個人的苦悩」下位尺度は｢情動的共感性尺度」の｢感

情的被影響性」下位尺度との間でr=.573の相関関係があった。「ファンタジー」下位尺度

は同じく｢感情的暖かさ｣下位尺度とr=､454,．共感経験尺度の｢共有経験｣下位尺度とr=.409,

「視点取得」下位尺度は共感経験尺度の共有経験下位尺度とr=.399,「冷淡さ」下位尺度

は情動的共感性尺度の「感情的暖かさjとr=．､304,「感情的冷淡さ」下位尺度とr=､600

と，それぞれ，類似した下位尺度との間に中程度以上の相関関係が見られ，併存的妥当性

の指標が得られた。

2“自己像と共感性の関係耐ble3に自己像と多次元共感性尺度得点のピアソンの相関係数を

示した｡ここにみられるように,共感性の『冷淡さ｣と理想自己の『スポーツ能力｣｢やさしさ｣との間

で.339～.356の弱い相関が見られたが,その他では明確な相関関係は見られなかった｡すなわち，

共感性と自己像の発達との関係は線形的には脱明できないことが示唆された。
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Table2多次元共感性尺度の因子パターン行列
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mble3自己の諸側面と共感性の相関(上段相関係数,下段人数）
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3．回答者の分類自己についての認知と共感性の程度との非線形的な関係を検討するた

め，共感性尺度の尺度得点（合成得点）を投入変数とし，変数間のユークリッド距離に基

づいたWard法によるクラスタ分析を行い回答者を分類した｡距離係数498.1を規準に3ク

ラスタを採択した(Figurel)｡投入変数のクラスタごとの標準得点の平均値を求めた結果，

各クラスタは以下のような特徴を持つと考えられた｡第1クラスタ(n=84)は｢個人的苦悩」

が平均より高く「冷淡さ」が低い群で感情的，直情径行的な群と考えられた。第2クラス

タ(n=58)は「ファンタジー」「視点取得jが高く「個人的苦悩｣，「冷淡さ」が低く，感情的

共感性が高い群と考えられた。第3(n=51)クラスタは「冷淡さ」のみが高く，他は平均値

より低いため，共感性が低い冷淡群と考えられた。用いた変数の合成得点について，全体

および各クラスタでの平均値と標準偏差をTable3に示す。

1 2

mgurelクラスタのデンドログラム

3

各クラスタ間で，自己像に関する各尺度得点の平均値を一元配憧分散分析により比較し

た(Table4)。多重比較(Tukey法）の結果，現実自己の個性，性，スポーツ能力で最も高

く，また現実自己の「やさしさ｣，理想自己の「個性，性，スポーツ能力，外見的魅力，ま

じめさ」で最大，また理想自己の「やさしさ」でも，第3クラスタより有意に高かった。

このように感情的共感性の高い第2クラスタは，現実・理想ともに自己像について肯定的

であることが見いだされた。

理想自己の側面と共感性の関連：重視する自己の側面の発達的変化と他者に対する共感

性の発逮の関連を検討するため，柴山(1994)を参考に個人差多次元尺度法による分析を行

った。理想自己像について各項目×クラスタ間の相関行列を求め，これをo=r(1-r2)によ

って非類似性の行列に変換し入力データとした。

S-Stressの値の減少および解釈可能性を参考に2軸までの結果を採択した｡各群共通の

空間に項目を布置したものをFigure2,クラスタごとの重みづけ係数のプロットをFigure

3に示す。項目の布置から第1軸は，負方向に「個性」「やさしさ｣，正方向に「社会的背

景」「外見」などが布置され,内面的特徴(-)～外面的特徴(+)を区別する軸であると考えら

れた。また第2軸は負方向に「性」「スポーツ能力」などが布置され,正方向に「まじめさ」
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Table4各変数の平均と標準偏差（上段：平均，中段：標準偏差，下段:n)
ユクラス2クラス3クラスF(上段）

多重比較（下
段）

夕ダダ

現実自己

個性 7.619*命

18<2

20.71

4.573

58

18.10

4.182

51

17.87

4･686

84

18.72

4.688

201

-6.93”＊

13<2

10.98

4.556

58

8.86

3.847

51

性 9.27

4.118

201

一
。
や
Ｄ
４

５
４
８

＆
心３

力13‘4112.8415.5212.047.437*＊
5.1894.9324.9605.34831<2
200835851

スポーツ有

11.8711.2712.7111.942.526

3.7683.7173.7933. 722
201845851

16.9016.“17.4316.56.848.
4.0694.0444.3893.717

200835851

外見的魅力

食的背景

4.583＊

31＜12

12.60

2.442

58

11.14

2.807

51

やさしさ 12.18

2.656

84

12.06

2.640

201

14.942.350.

3.391

51

まじめさ 15.76

3.595

58

15.05

a504

201

14.48

3.427

84

理想自己
個性 16.017*＊

3<12

24.24

3.718

61

27.72

2.667

58

26.29

3.541

201

26.52

3.555

84

一言－~－－15.7015.6316.9714.613.217＊
4.905生7155.1884.79631<12
201845851

スポーツ能力18.9119.8920.1716.7612.678**
3.8643.6773.6283．8083<12
20184586 1

外見・力19.2519.5419.8318.123.836＊
3.49731＜12

51

3.338

84

3.584

58

3.447

201

2.852.22.66

5.615

58

20.35

6.351

51

社会的背景 21.85

5.303

201

22,13

4.964

84

14.155*＊

3<21

13.78

2.866

51

16.13

2.200

84

16.91

2.910

68

やさしさ 15.43

2.805

201

4.48＊
●

3＜12

17.47

2.663

51

18,80

3.367

84

19.17

8,113

68

まじめさ 18.60

3.147

201
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第2クラス
タ

第3クラス

タ

全体 第 ユ ク ラ ス

タ

親友

19.572.267

4ﾕﾕ0

51

２
３
４

１
７
８

１
月

⑤
草
△
紐

21.10

4.216

58

個性 20.65

4.“1

201

12.00

5.123

58

11.041.115

4.267

61

性 10.88

4.314

84

11.21

4.646

201
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4.327

51

16.26

5.250

58

スポーツ能力 14.52

6.048

84

14.68

4.874

201

18.651.042.

3.492

51

外見的魅力 14.66

4.145
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44.75
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57
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51
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58
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3.996

51

19.00

4.049

201

20.79
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84
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84
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Figure2理想自己像の項目の布置

エ

Figure3クラスタごとの重みづけ係数のプロット
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『社会的背景」などが布霞されることから，身体的特性(-)～非身体的特性(+)を区別する

軸であると考えられた。

重みづけ係数のプロットからは第1，2クラスタが対角線よりも第1軸方向に，第3ク

ラスタが対角線よりも第2軸に重みづけられる方向に布置されていた｡また,Table3に見

られるように第3クラスタは理想自己のすべての得点で，各クラスタの最低得点を示し，

第2クラスタは高い得点を示す傾向にあった。すなわち第3クラスタ（冷淡群）は共感性

の高い第1，第2クラスタに比べ,理想とする自分のあり方に関して，「内面的か外面的か」

ではなく，「身体的か否か」に基づいて理想自己を判断し，その結果，すべての側面につい

て自分の理想にはあてはまらないと判断していることになる。反対に第1，2クラスタは

「内面的か外面的か」に基づいた判断をし，その結果，第2クラスタは自分の理想にあて

はまると判断していることになる。

感情的共感性が低い者ほど，自分自身の理想像についても，心理的特性に注目した判断

ではなく，身体的特性の有無に注目した判断をしていると言えよう。このことは,Damon

&Hart(1982);ROsenberg(1986)らが記述したような，自己を判断する際の基準における発

達的な相違があるとすれば,感情的共感性が低位の者は,より発達的に低次の段階で理想自

己を判断している可能性が示唆される。

付記

本研究は平成13-16年度科学研究費補助金(基盤C(2)一般際題番号13610123｢青年期危機が人格的

発達に及ぼす効果に関する研究」の研究の一部として実施されたものである。
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